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7号（11-12月号）

理論家Royと理論分析家Fawcett の対話
［インタビュー］Interview in Boston : Scholarly Dialogue21世紀の激変する時代への
メッセージ　Sister Callista Roy，Jacqueline Fawcett（インタビュー・訳）津波古澄子／
［来日講演］看護教育へのコミットメントと看護科学者になる選択　Sister Callista.Roy
（通訳）渡部富栄，石黒弓美子／先史時代から現代までの看護学の変遷と不確かさ，
不穏，激変の時代への対応　Jacqueline Fawcett（通訳）渡部富栄，石黒弓美子／
Sister Callista. Royと Jacqueline. Fawcettとの質疑応答／【コラム】理論家と理論分析
家の対話に接して　レンデンマン美智子／［座談会］「看護学とは何か」を考え続ける
─ 2人の博士が投げかけたこと　津波古澄子，筒井真優美，中島恵美子

原著論文●
健常高齢者における健康マージャン教室が認知機能や活動意欲に与える影響　 
町島希美絵ほか

6号（9-10月号）

看護を変革する看護実践研究の可能性　 
英国の Work-based learning（WBL）／ Work-based research

（WBR）を含めて

看護実践研究の意義と方法　黒江ゆり子／看護実践研究をどう教えているか　北山
三津子／［英国のWBL/WBRとは］Work-based learning and Work-based research: 
A UK perspective英国におけるWBL/WBRの視点　Tina Moore（訳）北原保世，
黒江ゆり子／Work-based research in action: Nursing実践活動とWBR─看護学の
場合　Sheila Cunningham（訳）北原保世，黒江ゆり子／［看護実践研究の取り組み］
退院後の療養生活の充実に向けた支援方法の開発　藤澤まこと／遷延性意識障害
者とその家族への看護援助─ 2年間の入院期間における家族の“気がかり”にアプ
ローチするケア　髙橋智子／高齢者ケア施設における倫理に適った看護実践の構築
と利用者・家族の反応　岸上弥栄美，梅津美香，奥村美奈子／主体的な出産・育児
に向けて地域助産師が行なう妊娠期の支援　武田順子／出生前診断によって胎児
の予後不良が予想された家族へのバースプランの開発　馬場枝里香，服部律子

5号（7-8月号） 事例研究をどううみだすか─事例がもたらす知の可能性
黒江ゆり子／東めぐみ／（対談）陣田泰子・山本則子／山本則子／水野節夫／渡邊誠／斎藤清二／水野篤
4号（増刊号） 特集 1 看護学の知をどう構築するか　井上智子／グレッグ美鈴／坂下玲子／西村ユ
ミ／山田雅子／山本則子［多領域の視点］村上靖彦／秋谷直矩／中村征樹／特集 2 若手研究者が描く未
来 綿貫成明／岩國亜紀子／大澤絵里／鳥本靖子／丸尾智実
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